
Kogakuin University

NII-Electronic Library Service

Kogakuin 　 University

59

マ レ ー ヴ ィ チ ・カ ジ ミー ル ・ セ ヴ ォ リノ ヴ ィ チ

絵画の 極限を見た男

齋　藤　鐵　心 （久男）

MALEWITSCH ，
　Kasimir 　Sewo血 owitsch

Der　Man 　
，
　der　die　auBerste　Grenze　der　Malerei　schaute

SAITo　Tesshin（Hisao）

Zusammenfassung

　　 In　dieser　Arbeit　konzentriere　ich　mich 　auf 　den　Maler　Malewitsch　Kasimir　Seworinowitsch，

den　man 　mit 　Fug　und 　Recht　als　GrUnder　der　modemen 　Malerei　bezeichnen　kann．　Ich　richte　mein

Augcnmerk 　auf 　seine 　f皿 heren　Werke ，　die　damalige　Kunstbewegung 　und 　die　sozialen 　Umst跏 de，

dle　ihn　zweifellos 　beeinfluBt　haben．　Durch　mein 　eigenes 　Schaffen　vollziehe 　ich　seine 　Kunst　nach ，

und 　ich　begreife　dabei，　wie 　er　die　gegenstandslose　Welt　erschuf 　und 　somit 　den　Suprematismus

etablierte ．　Femer 　werde 　ich　versuchen ，　zu 　ergrUnden ，　wie 　revolutionhr 　seine 　Kunst　war 　und 　was

sie 　zur 　modemen 　Malerei　bis　heute　beigetragen　hat．　Ich　m6chte 　sodann 　versuchen ，　den　Grund　seines

Abschieds　vom 　Suprematismus 　zu 　beantworten，　indem 　ich　seine 　Werke 　nach 　 dem 　Ubergang

RuBlands　in　die　UdSSR 　begutachte．

は じめに

　本稿で は 現代美術 の もう一つ の 原点とも言える画家 ，
マ レ ーヴ ィ チ

，
カ ジ ミ ール ・セ ヴ ォ

リノ ヴィ チ に焦点を当て ， 彼の 初期作品 ， 彼が 影響を受けたで あろ う当時の 芸術運動 ， 社会

的背 景等に注 目しなが ら，如何に して マ レーヴ ィ チ が無対象の 世界 （die　gegenstandslose　We ］t）

を創造 し ， 絶対主義絵画理 念 （Suprematismus）の 確立を成 し得たの か ， 私の 追体験 （実技 ：

Dessin）も加 味 して 考察 して い く。 又彼の 芸術の 何が 革新的で ， 何を現代美術 に もた らした の

か も探 っ て い く。 そ して 何故マ レ
ー

ヴ ィ チ が絶対主義絵画か ら離別 したの か を，ロ シァが ソ

ヴ ィ エ ト社会主義連邦共和国 に移行 して 以後の マ レ ーヴィ チ の 作品を検証 して 答を引き出 し

て い く。
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1　 吸 収 ・消化 の時 代

　マ レー
ヴ ィ チ （MALEWITSCH ，

　Kasimir　Sevorinowitsch1：1878年 ロ シ ア ・キエ フ 近郊 に生

まれ ，
1935 年 レ ニ ン グラ

ー ドに て没）は幼 少時代か ら素朴 な芸術 を愛する感性に 恵 まれて

育 っ た。 16歳の時，初め て油絵を描き，キ エ フ の 美術学校に入るが ，まもな くクール ス ク に

行 き レーピ ン （REPIN ，　Ilya　Efi皿 ovich 　 1884〜 1930）2 の 作品に触れ ， 自然の 再現か ら出発した

とい う。 1904年モ ス クワに出て造形学校の油絵科に入学する 。 そ こ で印象主義 （lmpressionnisme，

仏）と出会 い
，

1907年頃か ら印象主義作家と して 各地の 展覧会に出品 し始 め て い る 。 彼の 初

期の作品を見てみ る と （図 1 ， 図2）は印象主義 ， 後期印象主義 （Post−lmpressienism）を良 く

学 習 した痕跡が見 られ特 に （図 2）で はモ ネ （MONET ，　Culaude　l840〜 1926）， 新印象主義

（N60 −lmpressionnisme ， 仏 ）の ス ーラ （SEURAT ，
　 Georges 　 l859 〜 1891 ），

シ ニ ャ ッ ク

（SIGNAC ，Paul　 l863 〜 1935）等の 影響が色濃 く反映 され て い る 。 その 後 フ ォ
ー ビス ム

（Fauvisme，仏），ア ール ・ヌ ーボー （Art　Nouveau，仏），等を取 り込み，当時の 様々 な「ロ シ ア

前衛グ ル ープ」
3
に接触 しなが ら， 彼 らの 主義主張を貪欲に吸収消化 して い く。

（図 2）「風景」tgo6− 7年頃 oil　 19．2 × 32　cm

（図 1）「春」1905 − 6 年頃 Oil　 33 × 66cm

　 だが マ レ ーヴ ィチは新 しい 芸術 の 動 きに注 目しなが らも農民や民 衆に もテ
ー

マ を求めて い

た 。 これ は マ レ
ー

ヴ ィ チ の 資質的な もの もあるが ，当時の 前衛芸術家 ゴ ン チ ャ ロ ーヴ ァ

（GONCHAROVA ，　Nataria　Sergeevn　 1881 〜 1962）4 ，ラ リオ ーノ ブ （LARIONOV ，　Mikhail

Fedorovi。h　 1882 〜 1964）5 らの 影響が 大き く関与 して い る 。 ロ シ ア の 美術は 20世紀に入 る と

西 ヨー
ロ ッ パ の 新 しい 芸術運動が次々 と流入 し ， 特 に印象派以後 の芸術的問題 も ， 西 ヨ ー

ロ ッ

パ と同 じ次元で 追及しようとして い た。これ は当時フ ラ ン ス や ドイ ツ に て 学びその 地で 活躍

し始め た美術家達 ， カ ン デ ィ ン ス キー
（KANDINSKY ，　Wassily　 l866〜1944）， ヤ ウ レ ン ス キ

ー

（JAWLENSKY ，　Alexej　von 　 1864 〜 1941）6
，

シ ャ ガール （CHAGALL ，
　Marc 　l889 〜 1985），

ス ーテ ィ ン （SOUTINE ，　Chaim 　l894 〜 1943）か らの 情報もあ っ た と推察され る 。 しか しそれ

ら新 しい 芸術 の動 きと平行 して ロ シ アの イ コ ン
， 民衆 の 木版画 （ル ボーク）や プリ ミテ ィ ヴ
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な もの へ 注 目しつ つ 抽象画を始めた グル ープ「青い 薔薇」が あ っ た 。 こ の グル ープ に ゴ ン チ ャ

ロ
ーヴ ァ ， ラ リオーノ ブ が属 して い た 。 エ908年には 「青い 薔薇」グ ル ープの 機関紙的存在の「金

羊毛」の 主催で 第 1 回「フ ラ ン ス ・ロ シ ァ 美術展」が モ ス ク ワ で開か れ た 。 ロ シ ア側か らは「青

い 薔薇」グル ープが ， フ ラ ン ス 側か らは， ドガ （DEGAS ，
　Hilaire−Germain −Edgar　l834〜1917），

ピサ ロ （PISSARRO ，
　Kamille　 1830 〜 1903）．ル ノ ワ

ール （RENOIR ，　Pienre−Auguste　 1841〜

1919）， シス L・
一

（SISLEY ，　Alfred　l839〜1899），
ロ ー トレ ッ ク（TOULOUSE −LAUTREC ，

　Henri

de　 1864〜 1901），
セザ ン ヌ （CEZANNE ．　Paul　 1839〜 1906），ゴ ー

ガ ン （GAUGUIN ，　Paul

1871〜1903），
ゴ ッ ホ （GOGH ，

　Vincent　Willem　van 　1853〜1890），
ル オー（ROUAULT ，　Georges

1871〜 1958）， ボ ナ
ー

ル （BONNERD ，　Pierre　 1867〜 1947），
ル ドン （REDON ，

　Odilon　 1840

〜 1916）らの 作 品が展示 された 。 こ の 展 覧会をマ レ
ー

ヴ ィ チ は当然見て い ただろ うし大い に

感化 されたに違 い な い
。 1909年の 第 2 回展に はブ ラ ッ ク （BRAQUE ，　Georges　1882 〜 1963）

の 立体主 義的初期作品 も展示 された 。
ゴ ン チ ャ ロ ーヴ ァ ， ラ リオ ーノ ブ らは グ ル ープ 『ダ イ

ヤの ジ ャ ッ ク』7 に も属 して い たが ， 1911年 「ダイヤ の ジ ャ ッ ク」は分裂 ，
二 人は よ りプ リミ

テ ィ ヴ ， よ りロ シ ア的な もの を求め 『ロ バ の 尻尾』
8 グル ープ を結成 した 。 1912年「ロ バ の 尻

尾」グル ープは最初の 展覧会をモ ス クワで開 き，この 時初めて マ レ
ー

ヴ ィ チが 参加 ，
ゴ ン チ ャ

ロ
ーヴ ァ ， ラ リオーノ ブ

，
タ トリ ン （TATLIN ，

　Vladmir　Evgrafovich　 1885〜 1953）9 とい う， 20

世紀前半の ロ シア 美術で も主要な4人が集結し ，
マ レ

ーヴィ チが 自作 をネオ・プ リミ テ ィ ヴィ

ス ム （N60−Pri血 tivisme，仏）と呼ぶ ，農民，民衆を主題 とした ロ シ ア ・プ リ ミテ ィ ヴ絵画が 結

実を見る の で あ る 。 （図 3）

（図 3 ）「浴場の 足療医」1911 〜 1912 年頃

　　　 グ ァ ッ シュ 　 77．7 × 103cm

（図 4） 「1．V．KUJUN の 肖像」1913 年

　　　　 Oil　 112 × 70　cm
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皿　独 自の道へ

　マ レーヴ ィ チ の 才能は こ の ネオ ・プリ ミ テ ィ ヴ絵画 に も飽 き足 らず ， 1912年頃に セ ザ ン ヌ

の構成 をよ り深 く認識し ， ピカ ソ （PICASO ，
　Pablo　l881〜 1973），ブ ラ ッ ク らによる立体 主

義 （Cubisme，仏）， また レ ジ ェ （LEGER ，　Femand 　1881 〜 1955）の 技法を取 り込み
，

マ レ ー

ヴィチが立体未来主義 （Cubo−Futurism）1吐 呼ぶ作 品 （図 4）群 を展開する に至 っ た 。 彼 は同

時期に ロ シ ア未来派の 詩人 ク ル チ ョ
ー

ヌ イ フ （KRUCHYONIH ，Aleksey　Eliseevich　1886〜

1968）11 と出会 っ て い る 。 二 人は絵画 と言語 の 違 い はある もの の 思考や方法論に共通項を見出

し急速に接近 して い っ た 。
マ レーヴィチが 自作に立体未来主義 と名付 けた経緯 もそ こ に あ

る 。 そ して ペ テ ル ブル グの 前 衛画家集団 『青年同盟 』
12

の リ
ー

ダ
ー

で あっ た マ チ ュ
ーシ ン

（MATIUSHIN ，
　Mikhail　Vasilievich　 1861 〜 1934）13 と知り合 い

， 「青年同盟」とモ ス ク ワ の 『ギ

レ ア』
14

グ ル ープが 上演する オ ペ ラ「太陽の 征服」（1913 年 12 月ベ テ ル ブル グで上演 されて い

る）の 舞台装置 ， 衣装デザ イ ン を担 当 した。こ の舞台背景の幕のデ ザ イ ン は黒 い 単純な正方

形で 構成 され て い る 。 だが後に この デザ イン の 基 とな っ たデ ッ サ ン が重要な意味を持ち ， 絶

対主義 （Suprematismus，独）の確立 に
一歩近づ い て い く。 マ L・

一
ヴ ィ チ は 「自伝」15の 中で 当

時を振 り返 り，こ う述べ て い る 「私の 想像の 総 ては
， 純粋 な織物 を絶妙な技術 で作 り出す織匠

に似て い る が ，
た だ相違は ， 私が 感情の 欲求 と， 絵画以外の 何物で ない もの か ら流 れ出る形

態を純粋な絵画の 織物に与えよ うとして い る点で あ る 。 」又 ， 「自然現象の 外形か ら絵画的要素

を開放 し，私 の 絵画精神 を対象 の 支配か ら開放する仕事。」そ して 「私は絵画が手段 となるこ と

を決 して望 まない 。ただそ れ 自体が 内容で ある事を望む 。 」16 と 。 マ レ ー
ヴ ィ チ が 1915年 5月

マ チ ュ
ー

シ ン に宛 てた手紙に も ， オペ ラ 「太陽の 征服」で 幕に用 い た デ ッ サ ン を同封 し， 「こ

の デ ッ サ ン は絵画に於 い て大 きな意味を持つ 事にな るで し ょ う。あ の 時は無意識 に創 っ た も

の が ，
い ま驚 くべ き成果を もた ら して い る の で す 。 鈍 と書 い て い る 。 こ の 事実 に よ りマ レ

ー

ヴ ィチは立体未来主義 を離 れ，彼 の 目指 した無対象の世界 （die　gegenstandslose　Welt， 独），絶

対主義絵画の 領域 に確実に足 を踏み 入れ た の だ 。 （図 5）は恐 ら くオ ペ ラ の 幕 の デ ッ サ ン を基

に制作された と思 われ る 。

　19世紀末か ら20世紀初頭にか けて ロ シ ア で は
， 物理 ， 科学 ， 哲学 の 分野 で数多 くの新 しい

理論や思想が興 っ て きた 時期で ある 。 社会主義運動が興 り， 革命に突入 し て い く流れ の 中で

新 しい 何物か を創造する機運 に満ち溢 れて い た 。 これ ら理論や思想 をい ち早 く感知し ， 芸術

領域 で も具現化 しようとして い たの が 多岐 にわ た る ロ シ ア ・前衛グ ル
ー

プで あ り，それ らの

グル ープ と接触 す る こ とに よ りマ レーヴ ィチが時代の 動 きに感化 され ， ま っ た く新 しい 彼独

自の 芸術理 論に よる創造を目指 したの も当然とい え よ う。 彼が モ ス ク ワで 印象主義の 画家か

ら出発 し， 絶対 主義絵画 とい う空間 を構 築す るまで僅か 10年足 らずの こ とで あ る 。
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（図 5）「黒い 正方形」1913 年

　 Oil　 79．5　x 　79．5　cm

63

（図 6）「最後の 未来派絵画風 O， 10」の マ レ ーヴィチの

　　 　　　　 展示室 　会場風景 1915 年

皿　 無対象の 世界 ・絶対 主義絵画

　足早に マ レ
ー

ヴ ィ チ の 軌跡を追 っ たが ， こ こか らは彼が無対象の 世界 ， 絶対主義絵画を構

築 して い く上で 決定的な影響 を受けた画家ピ カ ソ
， ブラ ッ クらの 立体主義 ， 又その 源流 となっ

て い るセザ ン ヌ の 思考方法 を実際に私が素描 （デ ッ サ ン ：図 A 〜 M ）し， 彼が如何 にして絶

対主義絵画 に到達 したの か を検証 して い く。

　通常の 写実絵画制作で は モ チ
ー

フ を前に
一

視点か らの作画方法に よ っ て 画面構成 ， 制作が

な され る 。 とこ ろがセ ザ ン ヌ に よ っ て 美術 史上 初め て 同一画面 に
， 多視点か ら見た モ チ ーフ

の 在 りよ うを定着する方法が とられた 。 画面に定着され た 空間は当然ね じれ を生 じる 。 だが

こ の ね じれが 実はよ りリ ア ル な空 間と して我 われに迫 っ て くるの だ 。 我 々 は 日常生活の 中で

殆 ど総て多視点か ら見て事物 を把握 して い る 。 この 事実を 2 次元の 平面に持ち込ん だ の が，セ

ザ ン ヌ なの だ。 更にそれ を立体主義として よ り推進 したの が ，ピ カ ソ ，ブラ ッ クで あ っ た 。 マ

レーヴ ィ チが 当時 の最先端の こ の 主義，運動 を吸収 し立体未来派を通 り抜け，彼 らの 革新性

を再度認識 し得た の は ，
マ レ ー

ヴ ィ チ の 精神が既成の もの に安住せ ず常に脱皮を試みて い た

か らだ 。 数多くの 作家が立 体 主義を模倣 吸収 し， それ な りの 作家 と して 名 を残 して い る 。 し

か し マ レ
ー

ヴ ィ チ が成 し得た芸術が現代美術 の もうひ とつ の 起源 として 認知されて い る故は
，

立体主義 とほ ぼ同時期 に ， 立体主義 を乗 り越 えて しま っ た所 にあるの だ 。 あの ピカ ソで さえ

も当時の マ レーヴ ィ チ の 次元 まで は い っ て い ない
。
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一 実 技 （図 A 〜M ）
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（図 C ）

　 （図 A ）は実際の モ チ ーフ の 写真 。 （図 B）以下 は立体主

義の 構 成原理 に則 りモ チー
フ を解体 ， 再構成 しなが ら描 き

進め る 。 写実か ら入 り， 自由に色 ， 形を追求する為に は初

期の 分析的立体主義の 方法論が 適切 と思 われる 。 （図B）で

は もの の 形 に引 きず られず，モ チ ーフ の 構成 的な線 を画面

の 中に描 い て い く。 （図C）で は他方向か らの 視点 も考慮 し
，

ム ーヴ マ ン
，

バ ラ ン ス等を加味 しなが ら作画 して い く。 画

面 の 分割が徐々 に明快 に なっ て くる 。

　（図D ）で は ， 片ぼ か しの 技法 を取 り入 れ合成され た対 象

の 事物 を画面の 分割の 中で構成 して い く。 （図E）で は画面

の 調子 を整えなが ら修正 を加え事物と全体の バ ラ ン ス を見

なが ら調和 を図 り， 面 を途切れ な く繋げ完成 させ て い く。

こ こで気付 くの は立体で ある事物の 画面にお ける平面化で

ある 。 言 い 換 えれば立体主義 とは立体を立体の よ うに描 く

こ とで はな く， 視点 の 多様性 とそれに よっ て画面上 に出現

して くる事物の 断面の平面化 と い うこ とに なる 。
マ レー

ヴ ィ チ は こ の 平面化 に大 き く着 目したの だ 。

　こ こ か らマ レーヴ ィチ の作画 方法に よ っ て デッ サ ン を さ

らに進 める 。 （図 F）で は （図 E）をさ らに整理 し事物の 断

片の 面 を画面上で 同
一

の 平面上 に置 く。（図G）で は 完全 に

そ れぞ れの 面 を ， 方 向性 を持たな い 面 として 捕らえ並列 し

て い く。 （図H ）で は 曲線 も直線 として処理 して い く。 そ し

て （図1）で は さらに個 々 の 面 を再構成 し一応 の 終着 をみ る 。

こ こ まで の 作画は モ チーフ を置 い て の ギ リギ リの 作 画で あ

る 。 最終的に 画面に定着された形に は事物の痕跡が微か な

が ら残 っ て い る 。 だが （図 1）の み を， もう
一

度注視する と

画面に定着され た正方形 ， 長方形や 台形が それ ぞれ独 自の

形 と して 存在 して い る の を発見す る 。 出発 は事物 を拠 りど

こ ろ に して い たが ， 最終的に 出て きた幾何 学的形態 は事物

か ら離れ独立 して い る 。 こ の 発見 こそが マ レー・ヴィチの い

う無対象，絶対主義絵画の 重要なフ ァ ク タ
ーとなっ て い る のだ 。 彼 は （図D に出て きた個々

の幾何学的な形は モ チ
ー

フ の 事物 とその 形態に まっ た く作用 されな い で作画で きる こ とを知

る 。 己の 感覚 に よっ て形 を選択 し， 色彩 を施 し表象的 な事物の 表現 の 呪縛か ら開放された次
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元 で の作画。 これ が彼の 提唱 した無対象 ， 感覚を絶対視 した絶対主義絵画の 骨子で ある 。 当

時 こ の 様 な先鋭 的 な作画 を した画家は他 に は い なか っ た 。 カ ン デ ィ ン ス キーも抽象画の 創始

の 一人 と見なされて い るが ，
こ こまで 画面 を簡素化 し， 事物に捉わ れず自己の 感性の み に よ っ

て形態，色彩 を決定して それ を実践 して はい ない 。

（図 D ）

（図 G ）

　 （図 7）マ レーヴィ チ ：

　 「八 つ の 長方形による

シ ュ プ レ マ テ ィ ス ム」1915 年

　 　 Oil　 57．5 × 48．5　 cm

（図 E）

■
「
1．

（図 H）

コ

ー

一
■

　 　 　 　 　 I

L璽 璽 ＿＿ 馳

　 （図 J）

●
（図 K）

（図 F）

「
…

1．．、＿鬥　　 一、＿．『−1

　 （図 L）

（図 1）

圃
（図 M ）

　マ レ ーヴィ チは試行錯誤の 結果 ， 彼の 基本形態 ともい うべ

き正方形，そこか ら派生 した 円， 十字形 ， 長方形 （図J〜M ）
18

に行 き着 く。 　上記 の 幾何学形態は以前か ら存在 して い た し，

マ レーヴィチ が特別 に創造 した形で は な い
。

　 しか し彼 に よっ て 再度発見 され命 を吹 き込 まれ ，

一
つ の思

想を与えられ たのだ 。 造形をする とい う事 は，具象 に しろ抽

象に し ろ形態や色彩を決定して い く時 ， その 作家の 努力に裏
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（図 8）「黒の 四角形と赤の正 方形」

1915 年頃 Oil　82．7 × 58．3cm

付け され鍛 え上 げ られた思想が存在するの だ 。 優れた

造形的資質と，確固たる思想を持ちえるか否かが優 れ

た造形作家 として存在しえるか どうか なの だ 。 歴史的

に見て も
一

つ の優 れた思想が共感者 を呼 び ， 時代の 流

れを変え，つ い に は時代を駕 して しま うこ とは周知の

事実だ 。 造形の 世界もそれ は同 じだ 。 マ レー
ヴ ィ チ は

それ らを持ちえた数少ない 造形作家なの だ 。

　マ レーヴ ィチは彼の著作「無対象の 世界」の 中で こう

述 べ て い る 。 「私が 1913年に芸術を対象的なバ ラス トか

ら解 き放 とうと死 に もの 狂い の 努力で 正方形の 形 に活

路 を求 め ， 白地に黒 の 正方形 しか描かれて い ない 作品

を発表 した時 ， 批評家 も彼 と一緒 に なっ て世 間もため

息混 じりに こ う言っ たもの だ。 〈私達が愛情を注い で き

た もの 全て が失われて しま っ た 。

私達 は砂漠に い る …　　 Q 目前に在 る の は 白い 地の

上 の 黒 い 正方形 だ けだ 1〉」19 と。 世 間や眼力の ない 批

評家 は い つ の 時代で も保守的である 。 新 しい 感性や理

論 ， 思想 も認めよ うとは しな い 。 既成のぬ くもりの 中

で 自己保身をして い る者に と っ て ，外気の 冷た さを受

け入れ る こ とは到底で きない
。 小 さな源流が支流 とな

りやがて 本流 にな っ て い くの にはそれな りの 苦痛を伴

うもの だ 。 マ レーヴィチ 自身も「表象の世界の 再現を放

棄 した 時，恐怖に近 い 脅えの よ うな もの で 胸が ふ さ

　　　（図 9）「Suprematism」　　　　が っ た 。 押 と記 して い る ・ 前人未到の領域へ 足を踏み

　　1915 年 Oil　 80．5 × 81　cm 　　　 入れ る こ とは大い なる勇気 と決断が い る 。 白地 に黒 の

　　　　　　　　　　　　　　　　 四 角形 （図5）は無味乾燥砂漠で はな く，形態 ， 色彩 を

無の 地点へ 還元 し ， 白の 余白は宇宙の 空間をキャ ン バ ス に定着 しようとしたの だ 。

　我 々 の 宇宙が ま っ た く無 の 世界か らビ ッ グ バ ン に よ り創造され た ように，彼は 無か らの 出

発を試み
， 必要最小限の 色彩形態で 絵画空 間を構築 しよ うと した の だ 。 マ レ ー

ヴ ィ チ は 「感覚

世界の斬新で直接 的な表現が成立 したの であ る」
21 とも同書に記して い る 。 彼が無対象の 世界 ，

絶対主義絵画を試行錯誤の 上，構築 し世 に問うた の は 1915年の 「最後の 未来派展」（図 6）と

見て良い
。

こ こ に既成の絵画理念とはまっ た く違う絵画が出現 した の だ 。

一
見す る とデザ イ

ン をして い る ように も思 えるが ， 実際の絵 を見てみ る と 。 デ ザイ ン とは ま っ た く違 うことを

知ら される 。 本稿で も白黒 で しかも小 さな画面 で紹介 して い る の で彼 の 本質 を理解す る の は

か な り難 しい 。 しか しそ れ で も敢えて 載せ た の は マ レーヴ ィ チ の 絵画空間 を創造 して い く苦
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悩を知っ て ほ し い か らな の だ。 白と黒の 絵画に引 き続き彼 は徐々 に色彩 を用 い （図 7）で は八

つ の 長方形 が赤 の 色 で 処理 される と ころ まで 来た 。 それ 以 降 （図 9）で は黄色 ， 青 ， 赤 ， 三 原

色とグ レ
ー

が 出て きて い る。色彩 も基本的な色 か ら出発 して い る 。 それは彼 の 絶対主義絵画

を色 に於 い て も実証 しようとして い るの だ 。 彼の作品は黒の 時代 （習作 を含め 1913〜 1915年

頃まで）， 色彩 の 時代 （19i6〜ユ917年頃），そ して又，全て を無に還元 して い く白の時代（1918

年頃）に 分け られ る 。

　　
　 （図 10） 「シ ュ プ レ マ テ ィ ズ ム」

　　　（白の上の黄色い 四角形）

1917 〜 1918年頃 Oil　 105 × 70．5　cm

　羅1…認 し離、ll羈i靈 嫁彎纛ll蠡

課：賦 1磁、
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（図 11）「シ ュ プレマ テ ィ ス ト ・コ ンポジシ ョ ン」

　　　　　 （白い 上 の白 い 正 方形 ）

　　　　 1918 年 Oil　 79．4 × 79．4　cm

　マ レ
ーヴィ チは 1917年か らユ918年にか けて

一
度出て 来た色彩 を ， 又無 に還元 し始めて い る

（図 10）。 絵画に於 い て は形も見る側の 感性 を揺 さぶ るが ， 色彩は それ 以 上 に見る側の 琴線に

直接触れ る 。 時として作家が意図 して い る以上 の 振動を与える こ とが ある 。 そ の こ とを作 家

は余 り望 まない 。 何故な ら作家の 意図した もの と違 う観念 や概念 を見 る側 に持 たれて しまう

恐れ もあるか らだ 。 マ レ ーヴ ィチが意図 した絶対主義絵画の 本質はや は り無で あ り， 色彩 ま

で も無 に還元す るこ とにあ っ た の で は なか ろ うか 。 彼の 図録や 実際の 作品 を見る と
，

か な り

の 色彩画家 として 成 り立 つ
， 優れた色感 を有 して い る 。 それ を抑えに抑 えて 白の 世界に突入

したの だ （図 11）。 こ の （図 11）も無理 を承知 で掲載 したが ， 白地 に 白と い う色調 も明度 も

極 めて近 く， それ に よ っ て 白地 に描かれた正 方形 もか ろ うじ て 形を認識で きる程度だ。 もう

こ れは絵画 として 成 り立 つ ギ リギ リの 限界なの だ。 全て が無で ある こ とを描 く行為を通 して

表現する こ とは不可能に近 い 。それは描 かれ，色 を施す こ とに よ っ て そ こに作家の 有機的 な

感性が定着するか らだ 。 感性 を押 し殺 し無機的な絵画に仕立て て もそれ は同じだ。 無を表現

するな ら何 も描か ない 方が良 い の で はな い か 。 しか し描 かなければ絵画 と して成 り立た ない

の も一
つ の 事実 だ 。 マ レーヴィ チ は絵画 を成立 させ る限界を突 き詰めて い っ たの だ 。 恐 らく

あ らゆ る画家の 中で 現在 も含め こ の 絵画の 拯限 を垣 間見たの は マ レ ーヴィチー人で あろ う。
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（い や実 は もう
一人 い る の だが，その作家は 自殺 して い る 。 彼に つ い て は本稿で は割愛する）。

マ レーヴィ チ は （図 10）， （図 ll）に よっ て 自身の 構築 した無対象の 世界，絶対主義絵画の 傑

作をキ ャ ンバ ス に定着する こ とが で きたの だ 。 （図 10）の 絵は ア ム ス テ ル ダム 市立美術館 に
，

（図 11）の 絵は ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク の モ ダ ン ・
ア
ー ト・ミ ュ

ー一ジア ム にある 。 そ して 20世紀初頭の

先鋭的な作品 と して今 も異彩 を放 っ て い る 。

N 　現代美術へ の 影響

　 マ レーヴィ チの 提唱 した絶対主義絵画は彼
一人の もの で な く， 当時の 多くの ロ シ ア作家が

絶対主義絵画 に賛同し作晶 を残 して い る 。 1915〜1916年ご ろ には ポ ポ ヴ ァ （PoPovA ，　Liubov

l889〜 1924），ロ
ーザ ノ ヴ ァ （ROZANOVA ，

　Olga　l886 〜 1918）， ク リュ ン （KULIUN ，　Ivan

1873〜 1942）， らによっ て グル ープ 「シ ュ プ レ ム ス 」が結成され，絶対主義作品を制作 して

い る 。 だが ，
マ レーヴ ィチの 様に時代 を超 え影響 を与え る作 品は残 して い な い 。 そ の 意味で

マ レーヴィチは孤 高であ っ た 。 安易な賛同者は い ずれ行 き詰 まりを感 じ絶対主義か ら離れて

行 く。 上記の 作家たちがそ うだ とは言わ ぬが作品に於い て も， 絵画理念に於い て もマ レーヴィ

チ を凌駕 して は い な い 。 優れた才能を持 っ た作家の 作品 ， 理念を理解す るの はや は り優れた

才能を待 つ しか な い
。 優れ た 才能は先達 の 才能見 出 し， さらに 自己の作品に於 い て新た な展

開 を見せ る もの だ 。 戦後 （第二 次大戦後）ア メ リカ抽象表現主義が隆盛を極め 1960年代 に入

りそ こか ら脱却 しようとする作家達 に ロ シ ア の ア バ ン ギ ャ ル ド芸術 ， 中で もマ レーヴィチや

タ トリン の作 品や 理念に注 目が集ま っ た 。 こ こで は マ レ ーヴィ チに絞 っ て話 を進め るが，評

論家 ドナル ド・カーシ ャ ン に よれば ， 真 に マ レー
ヴ ィ チ の 理念を自分の もの と したの は ， 究

極的な黒 の絵画の ライ ン ハ ー
ト （REINHARDT ，　Ad　 1913　一　1967）， 動 く彫刻の テ ィ ン ゲ リ

ー

（仏） （TINGUELY ，　Jean　1925〜 1991）， で ある として い る 。 しか し彼 らだけに は 限定で きな

い 。 評論 家モ ー一リ ス ・タ ッ ク マ ン は彫刻家 リ ッ キー
，

ジ ョ
ージ （RICKY ，　George　1907〜）ジ ャ

ド， ドナル ド （JUDD ，
　Donald　1928〜 1994）， 他に ア ン ドレ ，カ

ー
ル （ANDRE ，　Car11935〜），

セ ラ ，リチ ャ
ー

ド （SERRA ，
　Richard　1939 〜），

ス テ ラ ，フ ラ ン ク （STELLA ，
　Frank　l936 〜）

をマ レー
ヴ ィ チ か ら影響を受けた作家として挙げて い る 。 私 はこ の 中で ス テ ラ に注 目した い 。

ス テ ラは （図 11）の 作晶 に 「ひ とつ の 見紛 うこ とな き里程標」， 「ひ とつ の 氷山」と タ ッ ク マ

ン との対話の 中で 賛辞を惜 しまない
。 ス テ ラ は マ レーヴィ チ の 絶対主義絵画を最 も良 く理解

した一人で は ない だ ろ うか 。 ス テ ラ の 仕事は ミ ニ マ ル ・
ア

ー ト （Minimal　Art） を先取 りして

い る とよ く言われ る 。 その通 りで あろ う。 しか しス テラの 陰に ある マ レーヴィチ も見落 とし

て は な らな い の だ 。 ミニ マ ル ・
ア
ー トと絶対主義は関係 ない とカ

ー
シ ャ ン の 指摘は的を得て

い る の だ ろ うか ？抽象表現主 義の 対極 として 出て きた ミ ニ マ ル ・
ア

ー トは立体作品にそ の 名

を付され る こ とが多 い が ，基本的理念は現変の 再現 を拒絶す る とい うこ とで ある 。 これは遠

く，ス テ ラを越えマ レーヴィ チの 理念の
一

断面に繋が っ て い るで はない か 。 典型 的な ミニ マ
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ル ・・
ア
・・一トの 作家 として ル ウィ ッ ト，ソ ル （LEWITT ，

　Sol　1928〜）が い る 。 ル ウ ィ ッ トの こ

とは ここ で は語 らない が ， ミニ マ ル ・ア
ー トは コ ン セ プチ ュ ア ル ・

ア
ー ト （Conceptual　Art）

へ と道を開い て 行 くの だ （ミニ マ ル ・ア
ー トの 源流 をデ ュ シ ャ ン ：DUCHAMP ，　MarceL 仏 ， と

する説 もある）。 コ ン セ プチ ュ ア ル ・
ア

ー トとは提示 された作品の 背後にある概念を重要視 し

て い る 。 美術作 品で あるか らして概念の み で成立 は しな い 。 作品 自体 も十分鑑賞 に堪え得な

ければな らない
。 作家 として は コ ス ース ，ジ ョ ゼ フ （KOSUTH ，

　Joseph　1945 〜）．ハ
ー

ケ ，ハ

ン ス （独）（HAACKE ，　Hans　1936 〜）， ビ ュ ラ ン ，ダ ニ エ ル （仏）
一
　（BUREN ，　Daniel　1938〜），

ロ ン グ ，リチ ャ
ー ド （英）（LONG ，　Richard　 l945〜）， 日本人の 河原温 （1933 〜），荒川修作

（1936〜） らもい る。 そ して フ ル クサス 22 の ボ イス
，
ヨ ーゼ フ （独）　 （BEUYS ，　Ioseph　1912〜

1986）， 又 マ レ ーヴ ィチか ら多 くを学ん だ とい うリ ヒ タ
ー

， ゲ バ ル ト（独）（RICHTER ，
　Gerhard

1932〜）もい る 。
マ レ

ー
ヴ ィ チ は 1920年〜 1923年 頃にか けて 建築に も触手 を伸ば して い る 。

余 り実用 的で は ない が量 感豊 かなその 建築 プラ ン は フ ラ ン ク ・ロ イ ド ・ラ イ ト （WRIGHT ，

Frank　Lloyd　1867〜 1959）がその イ メ
ージを活用 して い る 。 で はマ レ ーヴィチが現代美術 に

もた らした もの と はなに か ？それ は 造形美術が美術 と して 成 り立 つ 必要最小限の条件は何か

とい う問い だ 。 恐 らく20世紀造形美術 の 歴 史に於 い て も， 21世紀に 出現 して くる 新 た な造形

美術に於 い て も彼の こ の 問題提起は本質を突 い て い る 。 マ レ ーヴ ィチ は 自己の 成し得た革新

的な ， 理念 と作画 によ っ て 現在に於 い て もその 問い を発信し続けて い る の だ 。

お わ りに

　　　　　　　　　　　　　 マ レ
ー

ヴ ィ チが何故 ， 絶対主義絵画か ら離れ て行か ざる を得

　 　 なか っ た の か を考察 し纏 め としよう 。 ロ シア革命 （1917年）を

　 　 経て ソ連 に移行 して もマ レ
ー

ヴィ チ を含め ア バ ン ギ ャ ル ドの 運

　 　 動は は当初，ソ連当局に受け入れ られた 。 だが 当局は 1920年前

　 　 後か ら既に ア バ ンギ ャ ル ド芸術 に対する政治的締め付けを始め

　 　 て い る 。 （図 ll）の 作品は革命直後の 1918年制作 で ある 。 1919

　 　 年12月マ レ
ー

ヴチ は「印象主義か らシ ュ プ レ マ テ ィズム まで 」と

　 　 題 して個展 を開 い て い る 。 この 時彼は絵画運動 として の シ ュ プ

　　　　　　　　　　　　 レ マ テ ィ ズム が 終了 した 事を宣言 した 。 （水野忠夫著「ロ シ ァ
・

（図 12）「草刈 り場で」1933 年
　　　　　　　　　　　　 アバ ン ギ ャ ル ド」絵画の 死 の 実践 よ り）。 何故だ ろ う ？マ レ

ー

　 　 Oil　 85．8 × 65．6cm
　　　　　　　　　　　　 ヴ ィ チ は芸術 を実 用的 な 目的 に応用 す るこ と には同意 出来 な

か っ た 。 革命直後の 熱気の 中で生産主義者や構成主義者とは道 を同じ くした くなか っ たの だ。

巷で よく言われ るように （図 11）以後 自閉的 に な り絶対主義絵画が制作出来 な くな っ たの で

はない 。 ソ 連とい う国家の 中で 生 きる の に は絶対主義絵画を捨て ざる を得なか っ た の だ 。 当

局 か ら退廃芸術 とあか らさ まに攻撃を受ける前に 自ら絶対主義絵画を棄て去 っ た の だ。 それ
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　（図 13）「芸術家の妻

Natalijaa
，
　Mancenko 」

1933 年 Oil　67．5 × 56cm

に よっ て彼は 1919年〜 1922年は ヴィ テ ヴス クの 美術学校で教

鞭を取 り，
1925年に は国立芸術 文化研究所の責任者に なっ て い

る 。 皮 肉な事に ソ 連以外の 国ポー
ラ ン ド（ワ ル シ ャ ワ）， ドイッ

（ベ ル リン）（デ ッ サ ウ）で は マ レ
ー

ヴ ィ チ の 回顧展が 1927年に

開か れ て い る 。

　又同年 ドイツ の バ ウハ ウス 叢書には 「無対象の世界」が加え

られた 。 ソ連 国内で は 当局に よ っ て彼の絶対主義絵画 が闇の 中

に隠蔽され始めた 時にで ある。 マ レーヴィ チ は こ の 回顧展の 時

ポー
ラ ン ド， ドイツ に 出かけて い るが ソ連 当局に強制的に連れ

戻 され て い る 。 1928年頃か らは 又農民の 絵を描 き始 め （図 12）

その 後プチブ ル 的な作 品で ある との 理由で 2ヶ 月間投獄 され ， （図 13）の 晩年に至 る 頃の 肖像

画の 作風に なる 。
マ レーヴィチはソ連 とい う社会主義体制の 中で 自己の 絶対主義絵 画の 更な

る進展 は望め なか っ た 。 亡命 も果せ なか っ た 。 西側 にあ るマ レ ーヴ ィ チ の作品数は彼の 全作

品数の 三 分の
一

とい う。 新生 ロ シ ア に なっ て も未だ ソ 連時代 の 政治体制 を受け継 い で い る国

で ある 。 何時にな っ た ら彼の 全貌が我 々 の 前 に提示 され ， 新たなる マ レ
ー

ヴ ィ チ を発見で き

る の で あろ うか 。

註

1
マ レ

ー
ヴ ィ チ ：MALEWITSCH ，　Kasimir　Seworinowitschは独語表記 ，

　 MALEVICH ，　Kazimir　Sevei血ovich は

　英語表記 。 本稿 の 題名 ， 要旨は独語表記 と した。又，KaZimirをKasimirと英語表記 して い る書籍もあ る 。

2
レ
ーピ ン ：ロ シ ア の 画家，チ ュ グーエ フ 生 ま れ 。 フ ィ ン ラ ン ドの ク オ カ ラで 没。ペ テ ル ブ ル グの ア カ デ

　 ミーに て 学ぶ 。 工860年代 の 革 命 的 民 主 主 義 の 影 響 の も と に ，当時 の ロ シ ア 社会 の 矛盾に満ち た 現実を写

　実を通 して 描 い た 。 「移動派」と呼ば れ る若い グル
ープ に属 し後 に ロ シ ア 写実主義運動を興 した。又 優 れ た

　 肖像画家 で もあ り，「ム ソ ル グ ス キー像」1881年，「トル ス トイ 像」1887年等数多 くあ る、革命後 1900年 に

　 フ ィ ン ラ ン ドの ク オ カ ラ に 亡 命 して か ら二 度 と帰 国 す る事は なか っ た。（新潮世界美術辞典1631頁参照 ）。
3 ロ シ ア 前衛 グ ル

ープ ：ロ シ ア 革命 1917年前後 （約 20年問）に 集中 し， 絵画，彫刻，映画，写真，デ ザイ

　 ン，建築，音楽，文学，演劇等様 々 な分野で 規制 の 運動を打ち破 り，新 た な 芸 術運 動 を興 そ うと した グ

　 ル
ープ を指す。こ の 時期 の 運 動 グ ル

ープ は 当時世界的 に 見 て も，革 新性 を持 っ て お り，後 の 20世紀芸術

　運動に多大な影響を与えて い る 。 革命直後当初は社会主義体制の中に 組み 入 れ られ た が，徐々 に体制から

　退廃 と見 な され 終息離散し て い く。 （The　Oxford　Companion 　to　Art　l238 頁 よ り抜粋）。
4 ゴ ン チ ャ ロ ーヴ ァ ：モ ス ク ワ 大学で 哲学を学 び，1898年頃 か ら彫刻 を ， 1904年 頃か ら絵 画 を始 め る 。 学

　生 時代 か ら ラ リオーノ ブ を終生の 伴侶 と し，当時の 前衛美術活動に積極的に 参加 ，
マ レーヴ ィ チ，夫 ラ リ

　 オーノ ブ と共 に ネ オ ・プ リミ テ ィ ヴ絵画の 発展 に 寄与 して い る 。 又 く光線主義〉に よ る秀作 もあ る 。 （：［he

　 Oxford　Companion 　to　Art　453 頁 よ り抜粋）。

5 ラ リオーノ ブ ：モ ス ク ワ 絵画彫刻建築学院に 学 び，印象派以後 の 動向を代表 して 〈金の 羊〉展 を リード。

　妻の ゴ ン チ ャ ロ ーヴ ァ と共 に プ リミテ ィ ヴ絵画を提唱 したり， イ タ リア 未来派の 向 こ うを張り光線主義を
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　提唱 した りし た e20 世紀初頭 の ロ シ ア 前衛 の 中で め まぐる しい 活躍 を した。（The　Oxford　Companion 　to

　 Art　 lI76頁より抜粋）。

G
ヤウ レ ン ス キ

ー
：モ ス ク ワの レ

ーピ ンの もとで 学び，1896年 ミ ュ ン ヘ ン に出 る。同地で カ ン デ ィ ン ス キー

　 と知 り合い
，

ミ ュ ンヘ ン 新芸術家協会の 設立 メ ン バ ーと な る。1924年に は カ ン デ ィ ン ス キー
， ク レー

，
フ ァ

　 イニ ン ガー
らと共 に 「青の 4人」とい うグル

ー
プとして，ドイ ツ，ア メ リ カ ， で作品を展示 し て い る。（The

　 Oxford　Cempanion 　to 　Art 　l　l45 頁参照）。
7

ダ イ ヤ の ジ ャ ッ ク ： コ ン チ ャ ロ フ ス キ
ー

（Konchalovsky，　Pietr　l876〜1956），
マ シ コ フ （Mashkov ，　Ilya

　 1881〜1944），レ ン トゥ
ーロ フ （Lentulov，　Aris【ar   1882〜1943）ら は 1911年「ダイヤ の ジ ャ ッ ク」グ ル

ー

　 プ を 結成 した 。 こ の グ ル
ープ は特 に セ ザ ン ヌ ，フ ォ

ーヴ，キ ュ ビズ ム ，ドイツ 表現派 に注 目し，1917年

　 頃 まで 活動 を続けた。民衆美術 （民衆版画，玩具，刺繍等）に 関心 を 持ち ，
そ れ ら を絵画に 導入 しネオ ・

　 プ リミ テ ィヴ絵画を興 した 。 しか し余 りに もセ ザ ンヌ に傾倒しすぎ，ゴ ン チ ャ ロ
ー

ヴァ ，ラ リオ
ー

ノ ブ ら

　 が や め，1911年分裂 した 。 （世界美術大全 集 28，ア バ ン ギ ャ ル ドの 諸相，新 田喜代美編，189頁〜190頁

　 参照）。

S ロ バ の 尻尾 ：ラ リオ
ー

ノ ブ，ゴ ン チ ャ ロ ーバ らは よ り強 くロ シ ア民族遣産 に題材を求め，プ リテ ィ ヴな絵

　 画を追求 した 。 1912年「ロ バ の 尻尾」，1913年「標展」，1914年「No ．4展」を開い た 。 マ レ
ー

ヴ ィ チの 参加 も

　 あ り，こ の 時期 ネオ ・プ リ ミ テ ィ ヴ運 動 の 最盛 期 を迎 え る。（世界美術大全 集28
，

ア バ ン ギ ャ ル ドの 諸相 ，

　 新田喜代美編，192頁参照）。

9 タ トリ ン ：モ ス ク ワ の 美術学校 に学ぶ 。 画家，デ ザ イナ
ー，建築家 。 ソ ヴィ エ ト構成主 義 の 創始者 とされ

　 る 。1913年パ リ の ピ カ ソ の ア ト リエ で 日常の 事物 を取 り込 ん だ構成 的な 作品 を 見て 衝撃 を受け絵画的 レ

　 リ
ー

フ ，構成 と して の レ リー
フ，コ ーナー・レ リー

フ を作成，彼 は 「素材 の 文化論」を押 し出 し，マ レ
ー

　 ヴィ チ の シ ュ プ レマ テ ィズ ム に対立 す る生産主義グ ループの 旗頭 に なっ た 。 最 も有名な作品 と して は，第

　 3 イ ン ターナ シ ョ ナ ル の 為 の モ ニ ュ メ ン トが あ る。（The　Oxford　Companion 　to　Art　638〜639 頁 よ り抜粋）。

10 立 体未来主 義 ： （Cubo −Futurism）20 世紀 ロ シ ア 美術 に お け る一
動行 。

ロ シア 農民芸術 を基調 と しプ リミ

　 テ ィ ヴ絵画 に キ ュ ビス ム を取り入 れ表現した。立体未来主義とはマ レーヴ ィ チ が「ロ バ の 尻尾1と「標展」に

　 出 品 した 時，自作 に 適用 した名称。（The 　Oxford　C 。mpanion 　to　Art　 l　187 頁か ら抜 粋）。
「1 クル チ ョ

ー
ヌ イ フ ：ロ シ ア／ ソ 連 の 詩 人。オ デ ッ サ 美術学校卒。立体未来派の 理 論家 の一人 で，フ レーブ

　 ニ コ フ と共 に超意味言語 の実験 を試み た。作品で は 「地獄 の 遊戯」「破裂」等が ある。の ちに 「レ フ 」芸術左翼

　 戦 線 に属 し，詩集「イ ロ ニ ーヤ ッ ド」等を発表 して い る。（日本大百 科全書，渡邊静夫編　小 学 館，よ り抜

　 粋）。
12 青年同盟 ：1910年ペ テ ル プル グで 結成 された前衛画家集団 。 ロ シ ア未来派の 詩人達 との 結びつ きも多 く，

　 こ こ を 通 して マ レ
ー

ヴ ィ チ も幾人 か の 詩人達 と知 り合 っ て い く。画家 と し て は フ ィ ロ ノ
ー

フ ．バ
ーベ ル

　 （肌 ONOWavel 　l883〜1924），
ロ
ー

ザ ノ ヴ ァ
・オ リ ガ らがい る 。 （水野忠夫著 ，

1985
， 「ロ シ ア ・ア バ ン

　 ギ ャ ル ド」，45頁，抽象画へ の 道 より抜粋）。

13
マ チ ュ

ー
シ ン ：画 家，音楽家，芸術理論家 。 モ ス ク ワ 音楽学校，ペ テ ル ブ ル グ の デ ッ サ ン学校で 学ぶ 。 1910〜

　 1914年青年同盟 の 組織者兼会員 。 1913年 オペ ラ 「太陽の 征服」を書 く。 多くの 音楽理論 の 著作を残す 。 （中

　 原佑介監修，西部美術館編集，「ロ シア
・
アバ ン ギ ャ ル ド芸術」よ り抜粋 。

14 ギ レ ァ ：ロ シ ァ 未来派 の 中で も最 も先鋭的な 芸 術運 動 を展開 した グル
ープ 。 詩 人 フ レ

ーブ ニ コ フ ，マ ヤ コ

　 フ ス キー，ブ ル リ ュ
ー

ク，ク ル チ ョ
ー

ヌ イ フ らが ，マ レ
ーヴ ィ チ，ゴ ン チ ャ ロ ーヴ ァ ，ラ リ オー

ノ ブ ，タ

　 トリ ン な ど の 画家達 と共 同 で （詩 と絵 画 が 共 通 の 課 題 を追 求 して い く事で）当 時 の 芸 術革命 を 目指 した 。

　 中で も立 体未来主義が ロ シ ア 未来 派 を代表する 運動 に な っ て い た。（水野忠 夫著，1985，『ロ シ ァ
・
ア バ ン

　 ギ ャ ル ド』32〜33頁 ，立 体 未 来 派 グ ル ープ の 登 場 よ り抜 粋 ｝、
15 自伝 ：1978年に マ レーヴ ィ チ の 自伝 「少年時代」，「青年時 代」 の 章が 発表さ れ て い る 。 水野忠夫著 「ロ

　 シ ア
・

ア バ ン ギ ャ ル ド」63 頁，（マ レーヴ ィ チ の 絶対の 探求）参照 。

16
ア ン ダーラ イ ン 16 ：の 文 言 は，水野 忠夫著，「ロ シ ア ・ア バ ン ギ ャ ル ド」64頁，〈マ レーヴ ィ チ の 言葉〉の

　 訳 文 をそ の ま ま引 用 した。又 ，
こ こ の 文言 はマ レーヴ ィ チが セ ザ ン ヌ の 絵画 思 想 に大 き く影響 され て い る

　
一

面を表 して い る 。
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］7 ア ン ダーラ イ ン 17；の 文言 は ， 水野 忠夫著 ， 「ロ シ ア ・ア バ ン ギ ャ ル ド」72頁 ，
マ レ ーヴ ィ チ がマ チ ュ

ー

　 シ ン へ 宛 て た手紙の 訳文をそ の まま引用 した 。

18
図 J〜M ：は私 の 作図 だ が マ レーヴ ィ チ は実際に 油 絵 と して 作品 を残 して い る。

19
脚注 No．19〜21：まで の ア ン ダ

ー
ラ イ ン の 文言 は マ レ

ー
ヴ ィ チ 著，「無対象 の 世界」，五 十殿利 治訳，中央

　 公論美術出版社 ，
1992発行 ，

65〜74頁か ら抜粋 ， その まま引用 して い る 。

ee
フ ル クサス ：（Fluxus）1960年代，ドイ ツ に発 し，日本や ア メ リカに も展開 し た ジ ャ ン ル を超 え た グル

ー

　 プ名。「流 動，変転」を意味し
一

定の ス タイ ル を持たず，パ フ ォ
ー

マ ン ス な どに よ っ て 当時 の 反 体制的 な

　 ム ードと 同調 した。世 界 美術大全集 28 （キ n ビ ズ ム と抽象美術）（小学館）参 照。
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図版 ： （図 1） （図 2 ）（図 4 ）（図 9 ）〔図 13） の 提 供 先 「ア トリエ 第 805 号 （婦 人 画 報社 刊 ）」

図版 ： （図 3）（図 5）（図 6）（図 7）（図 10） （図 11＞（図 12）は 小 学 館 「世界美術大全集 28」 よ り複写 。

図版 ：（図 8） は齋藤鐵心本人が Wilhelm−Hack−Museum で 撮影 した もの 。

（さ い とう　 て っ しん （ひ さお） 本学非常勤講師）
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